プロジェクト2024
～10年後のキリスト教会のために～
Legacy
２０１５年６月２０日（土）
主催：キッズ＆ファミリーサポートミッション
＜第１セッション＞
テーマ：教会の役割、親の役割
講　師：青木靖彦師
■主のみこころ
・主はヤコブのうちにさとしを置き、みおしえをイスラエルのうちに定め、私たちの先祖たちに命じて、これをその子らに教えるようにされた。
・後の世代の者、生まれてくる子らが、これを知り、彼らが興り、これをその子らにまた語り告げるため、彼らが神に信頼し、神のみわざを忘れず、その仰せを守るためである。　　　　　　　　(詩篇78：5～7)
■結婚　神の子孫を得るため
・神は人を一体に造られたのではないか。彼には、霊の残りがある。その一体の人は何を求めるのか。神の子孫ではないか。　　　(マラキ2:15　新改訳)

・主は彼らを一体とされたのではないか。彼らは、肉体と霊において一体である。それでは、なぜ一体なのか。それは、創造主を敬う子孫を得るためである。(マラキ2:15　創造主訳)

・神の子孫を育てることの大切さ。
■エペソ６章１～４節

・子どもたちよ。主にあって両親に従いなさい。これは正しいことだからです。
・「あなたの父と母を敬え。」これは第一の戒めであり、約束を伴ったものです。すなわち、「そうしたら、あなたはしあわせになり、地上で長生きする。」という約束です。
・父たちよ。あなたがたも、子どもをおこらせてはいけません。かえって、主の教育と訓戒によって育てなさい。
■子育ての目標
・子どもたちが神を信じ、洗礼を受けて教会員となり、教会で奉仕も行い、立派な職につき、立派な家を建て、人並み以上の年収を得、すてきな配偶者を見つけて結婚し、立派な家庭を持てば子育ては成功したと言えるのだろうか。
・彼らが、り立派な学歴を持ち、容姿端麗、頭脳明晰、品行方正であれば主は喜んでくださるだろうか。
■主の教育の成果とは
・学力が伸びる。パトリック・ヘンリー大学の例。
・第一級のスポーツ選手や芸術家。
・牧師や宣教師になる。
・さまざまな分野でリーダーになる。
・これらは、主の教育の立派な副産物ではあるが、主の教育が目指すものではない。
■最終的で最大の成果

・すべての子どもたちに、正しい、聖書的な世界観を身につけさせること。
・彼らがそのような世界観を知っているだけではなく、その世界観に従って生きるように育てること。
・主の教育の目的は、正しい聖書的世界観に従って考え、行動するようにさせることである。
■世界観(world view)とは。
・価値観。人生で何が最も大切か。
・人生をどう見るか。
・人の態度や行動を決めさせる、隠れた思い。
・あなたが万引きをしないのはなぜか。
・それは、あなたが何を信じ、何を礼拝するかによって決まるもの。
■世界観の働き
・日曜日の朝、あなたはどこにいて、何をしていますか。
・多くの人たちは海へ行ったり、山へ行ったり、ショッピングに行ったり、温泉へ行ったりしますが、クリスチャンは教会へ行き、主を礼拝するでしょう。世界観の違いが行動の違いを生みだすのです。
・良い子と悪い子を分ける基準は何ですか。
・子どもたちに規則を教え守らせることよりも、正しい世界観を与えることがはるかに重要。
■子どもたちの使命は
・子育ての目標は、彼らが、アブラハムの子孫として、神のみこころ、すなわち、地上のすべての民族が祝福されるように生きるという使命を果たすことでなければならない。
・実は、それが私たち自身の信仰生活の目標でもある。
・正しい聖書的世界観を身につけ、主のみこころを悟り実践する人に育てることが主の教育の目標でなければならない。
■神のみこころと命令
・あなたの子どもたちを、神を信じ、みこころを悟り実践する民に育てよ。
・次に、あなたの子どもたちが、同様に神の子孫を育てるようにせよ。
・その子どもたちが、自分の子どもたちに主の教育を与えるようにせよ。
・神は、歴史を通じて常に、神を信じる民が、　神を信じる民を育て、やがてすべての民族が祝福されるというみ心が実現することを願っておられる。
■親としての喜びと責任
・親は、主に仕えるのに忙しいからといって、子育て、子どもの教育を、その道の専門家と呼ばれる人々に任せることはできない。
・主が親になることを許してくださった背景を知り、命がけで、親としての責任を果たす。
・子育ての第一歩は、親が、「夫たちよ。自分の妻を愛しなさい。」「妻たちよ。あなたの夫に従いなさい。」という戒めを守ることから始まる。
■だれの責任か
・主を知らず、主のなされた御業も知らない者が、子どもたちを正しく教えられるだろうか。
・次の世代の人たちを育てることに従事する者たちは、人間とは何かについて正しい理解を
持たなければならない。
・聖書以外に、人間についての理解を与えてくれるものがあるだろうか。
・神を信じ、聖書を知っている神の民こそ、主の教育の担い手にならねばならない。
・ここに親と教会の果たすべき役割がある。
■教会とクリスチャンの責任
・神は親に子育ての仕事をゆだねられた。
・教会は、子育てについての神のみこころを、親に伝えなければならない。
・親が、子育ての責任を果たそうと決心するとき、教会は全力をあげて協力することを決心しなければならない。
・親が主の教育を子どもたちに与えようとするとき、教会は親にとってのもっとも忠実で信頼できるサポーターにならなければならない。
■決心
・主よ。次世代を育てるという大きな課題に応えるため、私にもできることをさせてください。
・彼らを神の子孫にふさわしく、あなたに似た者に成長させてください。彼らがみこころを
悟り、実践する者に育てさせてください。
・私のまわりにいる子どもたちを、私の子と受け取り、彼らを愛し、育てる働きに参加させ
てください。
・私自身が神と民として成長し、彼らの模範となれるように導いてください。

＜第２セッション＞
テーマ：魅力ある教会学校
講　師：玉井邦美師
■はじめに：
　皆さんにとって「魅力ある教会学校」とは？
Ⅰ．教会学校教師として確認すべきこと：「教会学校の目的（＝教会の目的）」とは何か：
１．教会学校は、教会の一部であり、教会から遊離した働きではない。従って教会の目的が、教会学校の目的であり、教師の目的にもなる。教会の目的（＝教会学校の目的）は、キリストの宣教命令の中に要約されている。（マタイ２８：１９，２０、マルコ１６：１５）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　１．伝　道　　　　　　　・教師は失われた魂をキリストに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　キリストの宣教命令　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　導く人でなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　２．教育・養育　　　　　　　・教師は救われた魂を養い育てる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　務めが与えられている。
　　　＊これらの目的を達成するためのカギ：コロサイ１：２８，２９
　２．伝道者としての教師：そのために確認すべき事項；
（１）自分の救いを確信していること。
（２）全ての人は罪を犯しキリストなしには永遠の滅びに至るということを認識しているこ
　　　 と（ローマ３：２３，６：２３）。
（３）キリストは罪からの唯一の救い主であり、天国への唯一の道であると信じていること
（ヨハネ１４：６）。
　　（４）いつでも福音を単純明快に語れるよう備えておくこと。
３．養育者としての教師：
（１）子どもたちを救いに導くだけでは決して十分ではない。彼らを救いの中に守り、成長さ
せなければならない。彼らは、何を信じ、なぜ信じているのかを知るようにならなければならない。（その理由：エペソ４：１４）
（２）自問自答すべき問い；
　 　・「どうしたら、子どもたちがクリスチャンにふさわし人格を備えて行くだろうか。」
　　 ・「どうすれば、彼らを誠実なクリスチャンとして育てて行くことができるか。」
　 　・「どうしたら、彼らの強い信仰を養い、彼らの成長を助けて行くことができるか。」
　　
Ⅱ．教師自らが魅力ある教師であること：その特徴；
　１．キリストを愛し、キリストに献身している教師。
　　　・生活を通してキリストの香りを放っている人。
　　　　－子どもたちは、そのような教師の愛しているキリストを愛するようになる。
２．みことばを愛し、そのみことばに生きている教師。
・常にみことばによって整えられ成長し続けている人。
　　　　－子どもたちは、そのような教師の愛しているみことばを愛し、それを本気で受け止め、信じるようになる。
３．子どもたちを無条件で愛し、受け入れる教師。
　　　・そのためには、まず、「自分自身を愛し、受け入れることを知っている教師」でなければ
ならない。
　　　－子どもたちは、そのような教師を信頼し、心を開いてくれる。
Ⅲ．子どもたちの心に魅力ある神のことばを届ける：
　　－聖書を単なる古い昔話ではなく、現代に生きる神の言葉として生き生きと教える。
Ａ．効果的な教え方＝「教え方の基本的な７つの法則」を知る。
　 　１．教えるレッスンの内容を知る。
・十分な準備、早めの準備が必要。　　　　　　　　
・教師に確信と情熱を与える。
２．生徒たちの注意をレッスンに集中させる。
　 　　・注意を引き、それを持続させ、レッスンに集中させる。
　　 　・生徒は興味がわけば、進んで学ぼうとする。
　　　 ・ワンパターンの教え方ではなく、いろいろ変化に富んだ教え方が必要。
　　　　－「教える方法」(＝視覚教材、その他)の研修も必要。
３．生徒に理解できることばを使う。
　 　　・生徒たちの普段のことばづかいや会話、理解力に注意し、そのレベルで話す。
　 　　・専門用語は避ける。身近な例話を用いる。
４．すでに知っていること（＝知識、経験）ことから、新しい知識へ導く。
５．生徒の知性を目覚めさせる。
　　　・生徒たちを刺激して考えるよう励まし、知性を働かせるようにさせる(質問)－クラスに積極的に参加させる。そうすれば授業はもっと生き生きと楽しくなる。
６．生徒に学んだことを思い出させる。
　　　・それが自分にとって何を意味するかを分かるように教える。
　　　・教えられたことを頭の中で再現し、自分のことばで表現するよう勧める。
７．学んだことを反復、復習、適用する。
　　　・反復は力。また日常生活で学んだことを実行できるよう励まし、導く。
· 効果的な教えは、生徒たちが教会学校を去り、彼らの生活へ帰って行った後の、彼らの生活の中で「何が起こるか」ということによって決定される！
　Ｂ．魅力的な話し手であること。
　　１．エネルギッシュな人。
　　２．常に笑顔を失わない人。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　３．表情豊かに話す人。　　　　　　　　　　　　　　　　　■話し方が上達する、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最初にして最後、そして
　　４．アイコンタクトをもって話す人。　　　　　　　　　　　　絶対に失敗しない方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→
　　５．適度のゼスチャーを用いる人。
　　６．短い文章、また、直接話法（会話体）を用いる人。
■終わりに：
＜第３セッション＞
テーマ：子どものリーダーシップを育てる
講　師：大橋秀夫師
■はじめに：
　

　教会学校の　　　　　
　　　
「教会から子どもがいなくなる」
■リーダーシップの形態


■リーダーシップとは・・・

　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　・リーダーシップを　　　　　　　　　　　　　
· 　　　　　　リーダーシップを　　　　　　　　　　　　　　　
■具体例
■教師の　　　　　　　　

　　　・
　　　・
■結び

リーダーシップの形態








